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1．平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

（1）連結経営成績（累計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (％表示は、対前年同四半期増減率)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（注）四半期包括利益 30年3月期第1四半期 7,318百万円  （－％） 29年3月期第1四半期 △3,631百万円  （－％）

円 銭 円 銭

（2）連結財政状態

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2．配当の状況

円　銭 円　銭 円　銭 円　銭 円　銭

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無　：　有

  当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式2株につき1株の割合で株式併合を実施する予定であるため、平成30年3月期（予想）の

  1株当たり期末配当金については、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合を

　考慮しない場合の平成30年3月期（予想）の1株当たり期末配当金は18円となり、1株当たり年間配当金は36円となります。詳細については､「業

　績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3．平成30年3月期の連結業績予想（平成29年4月1日～平成30年3月31日）　
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円　銭

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　無

  当社は、平成29年10月1日を効力発生日として普通株式2株につき1株の割合で株式併合を実施する予定であります。平成30年3月期の連結業

  績予想における1株当たり当期純利益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関す

　る説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※　注記事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 社 （社名） 除外 社 （社名）

（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用　　　　：無

（3）会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

（注）詳細は10ﾍﾟｰｼﾞ　２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（５）四半期連結財務諸表に関する注記事項　（会計方針の変更）　をご覧ください。

（4）発行済株式数(普通株式)

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 30年3月期1Ｑ　 株 29年3月期 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Ｑ　 株 29年3月期 株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 30年3月期1Ｑ　 株 29年3月期1Ｑ 株

※　四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定
の前提に基づき作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、様々なリスクや不確実性、その他の要因
により、本資料の予想と大きく異なる結果となる可能性があります。

（株式併合後の配当及び連結業績予想について）

　当社は、平成29年6月29日開催の第69期定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月1日を効力発生日として、普通株式2株
につき1株の割合で株式併合を実施する予定であります。なお、株式併合考慮前に換算した平成30年3月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりと
なります。
１．　平成30年3月期の配当予想

1株当たり配当金　　第2四半期末　　18円00銭　（注１）　　期末　　18円00銭　（注２）
２．　平成30年3月期の連結業績予想

1株当たり当期純利益　　第2四半期 （累計）　　45円20銭　　通期　　65円61銭

 （注１）　第2四半期末の配当は、株式併合実施前の株式数に対して支払われます。
 （注２）　株式併合考慮前に換算した配当額です。
 （注３）　平成30年3月期の年間配当金（株式併合考慮前）は36円00銭となります。

― ―
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

①当第１四半期の業績

  当第１四半期連結累計期間（平成２９年４月１日～平成２９年６月３０日）において、国内経済は雇用環境、所得

の改善を背景に緩やかな回復基調となったものの、社会保障に対する将来不安などが響き個人消費は力強さに欠けま

した。またレディスインナー市場は、消費者の節約志向や大規模小売店舗の撤退などの影響を受けて厳しい市況が続

きました。海外市場は、米国では雇用情勢改善の継続による安定した個人消費の推移、ヨーロッパでは政治リスク後

退を受けた消費マインドの改善、中国では景気減速の歯止めに伴う前向きな小売売上の動きが見られるなど、全体的

に回復基調が続きました。

このような環境において、当社グループは中期経営計画で掲げる目標の達成に向けて引き続き事業構造の整備と強

化を進めています。国内事業においては、営業力強化、生産性の向上、卸売事業とのシナジーを発揮するオムニチャ

ネルサービスの具体化や、在庫効率を高める基幹ＩＴの統合、ブランドや商品グループの見直しによる採算性の向上

に着手しました。海外事業においては、欧米やアジア地域間の事業連携、ＥＣ市場対応力の強化、中国やＡＳＥＡＮ

の商品供給拠点での品質・コスト競争力向上に対する取り組みを開始しています。

当第１四半期の連結売上高は、国内事業では小売ベースの販売は引き続き堅調に推移しましたが、量販店の店舗閉

鎖や在庫抑制を受けて卸販売が苦戦し前年同期を下回りました。一方、海外事業では米国で売上高を大きく伸ばした

ことに加え、中国での商況が改善したことなどによって前年同期を上回った結果、合計では前年同期比０．５％の微

増となりました。

連結営業利益は、国内事業の販管費が増加しているものの、原価率の低減に加えて、前年同期に発生したフランス

子会社の清算手続に伴う一時的な費用の影響がなくなったことから、大きく収益を改善し前年同期比７２％の増加と

なりました。一方で連結税引前四半期純利益は、前年同期に計上した固定資産（土地）売却益の影響がなくなったこ

とから前年同期を大きく下回り１８％の減少となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間の主要な為替換算レートは、１米ドル＝１１１．０９円、１英ポンド＝１４２．

００円、１中国元＝１６．５７円です。

●売上高                    ４８６億７４百万円 （前年同期比 ０．５％増）

●営業利益                    ４７億８１百万円 （前年同期比 ７２．０％増）

●税引前四半期純利益               ５６億４４百万円 （前年同期比  １８．０％減）

●当社株主に帰属する四半期純利益         ３９億４１百万円 （前年同期比  ２０．３％減）

  ②オペレーティング・セグメントの営業概況

  ａ．ワコール事業（国内）

株式会社ワコールでは、当期から従前のワコールブランド事業本部、ウイングブランド事業本部を改組し、「ワ

コール」ブランド商品の企画開発と、主に百貨店、専門店チャネルへの卸販売を担当する「ワコールブランド事業

本部」と、「ウイング」ブランド商品の企画開発と、主に量販店への卸販売を担当する「チェーンストア事業本部」

に再編しました。

ワコールブランド事業本部、チェーンストア事業本部を合わせた卸売事業を中心とする売上高は、前年同期に比

べ３％の減少となりました。チャネル別には、専門店では「サルート」ブランドの顧客固定化策が功を奏するなど

好調に推移しました。百貨店では主力の「ラゼ」が堅調、また心地よい眠りを提案する「睡眠科学」パジャマが好

調に推移し、前年同期並みを確保しました。量販店では引き続きジュニア世代向け「プリリ」が順調、「ワコール」

ブランドのブラジャーが好調だった一方で、「ウイング」ブランドの夏のキャンペーンブラジャーが不調だったこと

に加えて店舗閉鎖と在庫抑制も影響し、前年同期を下回りました。
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小売事業本部の売上高は、拡販キャンペーンによって店舗横断展開商品の「ＢＲＡＧＥＮＩＣ（ブラジェニック）」

が大きく伸長しました。一方、主力直営店「ＡＭＰＨＩ（アンフィ）」では割引販売の縮小によって購買単価が上昇

したものの、購買客数が減少した結果、事業本部全体では前年同期比で１％の増加にとどまりました。

ウエルネス事業部の売上高は主力ブランドの「ＣＷ－Ｘ（シーダブリューエックス）」において、スポーツチェー

ン店では在庫抑制等の影響を受けて苦戦したものの、百貨店と他社ＥＣでは機能性タイツを中心に好調に推移した

ことが寄与し前年同期比４％の増加となりました。

ＷＥＢ販売事業部（旧称・通信販売事業部）の売上高は、ウェブストア事業では自社ＥＣの利用者が大幅に増加

するなど好調に推移した一方、カタログ事業では購買単価が下がったことから、事業部全体では前年同期比２％の

増加にとどまりました。

株式会社Ａｉ（アイ）の売上高は、下着事業では不採算店閉鎖の影響や地方店の不調を受けて苦戦しましたが、

水着事業では直営の旗艦店が好調、季節型店舗も早期に開設を行ったことで順調に推移し、また他社ＥＣで大きく

伸ばした結果、前年同期に比べ１０％増加しました。

以上の結果、当該セグメントの売上高は前年同期に比べ１％の減少となりました。営業利益は、新京都ビルの運

用開始に伴う費用や退職給付費用、またＩＴ環境整備などの販管費が増加しましたが、子会社の工場用地退去に伴

う補償金収入を計上したため、前年同期比５５％の増加となりました。

●売上高                  ２７８億７７百万円 （前年同期比   １．２％減）

●営業利益                  ２２億９８百万円 （前年同期比 ５５．０％増）

ｂ．ワコール事業（海外）

ワコールインターナショナル（米国）の現地通貨ベースの売上高は、自社ＥＣの販売が前年同期比３０％の増加

となったことに加えて、卸売上高についても、百貨店等の他社ＥＣに向けた販売が同４２％の増加となったほか、

「ワコール」ブランドの取扱い百貨店店舗が増えたこと、前年４月に新しく導入した価格政策によって買い控えが

生じた反動もあって大きく前年を上回り、全体では前年同期比２０％の増加となりました。現地通貨ベースの営業

利益は、ＥＣをはじめとする販売強化に向けた販管費が増加しましたが、増収に加え、建値販売比率の向上と自社  

ＥＣ売上構成比の増加によって売上利益率が上昇した結果、前年同期比７０％の増加となりました。

ワコールヨーロッパの現地通貨ベースの売上高は、引き続き英国の主要取引先が堅調、米国のＥＣ専門店が好調

に推移しました。また豊満体型女性向けブランド「ｅｌｏｍｉ（エロミ）」の下着が前年同期比３２％の増加と高成

長を維持したほか、「ＦＡＮＴＡＳＩＥ（ファンタジー）」、「Ｆｒｅｙａ（フレヤ）」、「ｅｌｏｍｉ」の水着が、猛暑

の欧州、北米を中心に大きく伸長し全体の成長を牽引した結果、前年同期比９％の増加となりました。営業利益は

前年同期に計上したフランス子会社清算手続に伴う一時的な費用の影響がなくなったことから、当四半期は大きく

収益が改善しました。

中国ワコールの現地通貨ベースの売上高は、ノンワイヤーブラが好調に推移したほか、春節、婦人節といった需

要期に主要な百貨店で特設売場を開設するなど、購買客数が増加した結果、「ワコール」ブランドが前年同期比７％

の増加となりました。また「ピーチ・ジョン」ブランドも愛用者の拡大が寄与し同３８％の増加と大きく伸びたこ

とにより、全体でも好調に推移、前年同期比７％の増加となりました。現地通貨ベースの営業利益は売場改装の効

率化や「ラ・ロッサベル」ブランドの出店凍結により経費抑制を進めたことなどから、前年同期比７７％の増加と

大きく収益性を向上しました。

これらの結果、当該セグメントの邦貨換算後の売上高、営業利益は、ともに前年同期を大きく上回りました。

●売上高                  １４３億５３百万円 （前年同期比 １０．２％増）

●営業利益                 ２２億 ６百万円 （前年同期比１１４．８％増）
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ｃ．ピーチ・ジョン事業

株式会社ピーチ・ジョンによる国内の売上高は、「ピーチ・ジョン」、「ヤミーマート」、「ＳＡＬＯＮ (サロン)   

ｂｙ ピーチ・ジョン」の３ブランドともに、引き続き、都心部の直営店が順調に推移した結果、店舗事業が前年同

期比６％の増加と伸びたほか、他社ＥＣとの取り組みを強化した外販事業が同３５％の増加と大きく拡がりました。

一方、通販事業は送料無料となる最低購入金額を見直したことが響き、購買単価が上昇したものの購買客数が減少

し苦戦しました。海外の売上高は５月に営業を始めた台湾ピーチ・ジョンが計画を大きく上回りました。

この結果、事業全体の売上高は前年同期に比べ２％の増加となりました。営業利益はインナーウェアの売上構成

比の拡大による売上利益率の改善に加え、中国、香港向けの売上増加に伴い売上利益が増加し前年同期比８％の増

加となりました。

●売上高                   ２７億５９百万円 （前年同期比  １．７％増）

●営業利益                   ２億２２百万円 （前年同期比 ８．３％増）

ｄ．その他

株式会社ルシアンの売上高は、主力のインナー事業において「部活ブラキャンペーン」が好調に推移したものの、

その他の商品の不振、大手の量販店向けＰＢの受注減少を受けて苦戦しました。アート・ホビー事業ではＣ２Ｃ市

場の拡がりを背景に、新たな手芸キットを開発するなど堅調に推移しましたが、服飾レースの需要減少でマテリア

ル事業が大幅に苦戦した影響もあって全体では前年同期比１５％の減少となりました。営業利益は為替の安定に加

え、インナー事業の商品構成の変動で売上利益率が改善し前年同期を大きく上回りました。

株式会社七彩の売上高は衣料品業界の景況感に改善が見られず、百貨店をはじめとする得意先からの受注が不振

でレンタル事業、物販事業ともに苦戦しました。また工事事業は得意先の改装延期と前年同期に大型受注があった

反動から大きく苦戦したため、全体では前年同期に比べ２６％の減少と大きく下回りました。営業利益は減収の影

響で前年同期に比べ損失額が膨らむ結果となりました。

これらの結果から、当該セグメントの売上高は前年同期比１８％の減少、営業利益は１５％の減少となりました。

●売上高                  ３６億８５百万円 （前年同期比 １８．０％減）

●営業利益                  ５５百万円 （前年同期比 １５．４％減）

（２）連結財政状態に関する説明

①資産、負債、株主資本等の状況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、たな卸資産や時価上昇による投資の増加などにより、前連結会

計年度末に比して４１億７百万円増加し、２，９９０億６５百万円となりました。

負債の部は、短期借入金やその他の流動負債が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比して２２億４６

百万円増加し、６４７億２２百万円となりました。

株主資本は、未実現有価証券評価損益の増加などにより、前連結会計年度末に比して１９億６０百万円増加し、

２，２９５億２８百万円となりました。

以上の結果により、当第１四半期連結会計期間末における株主資本比率は、前連結会計年度末に比して０．５％

減少し、７６．７％となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比して２３億２６百万円減少

し、３１６億６９百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、四半期純利益３９億５０百万円に減価償却費や繰延税金などによる  

調整を加えた金額に対して、資産及び負債の増減などによる調整を行った結果、１１億９５百万円の収入（前年

同期に比し１５億９３百万円の収入減）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の増加や有形固定資産の取得などにより、２７億４９百万円

の支出（前年同期は３１億６２百万円の収入）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金は増加したものの、配当金の支払や自己株式の取得などに

より、７億５８百万円の支出（前年同期に比し１８億８１百万円の支出減）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想数値につきましては、平成２９年５月１０日に公表した連結業

績予想数値からは変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

Ⅰ．流動資産

現金及び現金同等物

定期預金

有価証券

売掛債権

返品調整引当金及び貸倒引当金

たな卸資産

繰延税金資産

その他の流動資産

流動資産合計

Ⅱ．有形固定資産

土地

建物及び構築物

機械装置及び工具器具備品等

建設仮勘定

減価償却累計額

有形固定資産合計

Ⅲ．その他の資産

関連会社投資

投資

のれん

その他の無形固定資産

前払年金費用

繰延税金資産

その他の資産合計

△ 56,927

274

72,664

17,722

資産合計

12,09611,849

5,870

10,287 10,401

4,107299,065

131,658

294,958

125,856

23,685

△ 57,541

112,688

21,119

114

112,215

21,555

55,288

前連結会計年度

その他

113,814

5,874

1,060

59,847

科       目

4,049

16,071

20,868

1,507

16,538

－

64,127

112,260

264

21,563

（資産の部）

(平成29年3月31日)

百万円

33,995

2,722

45,923

1,341

4,352

(平成29年6月30日)

百万円

△ 38

2,101

55,147

△ 2,515

7,805

△ 10

473

17,935

72,926

447

247

△ 1,554

△ 614

467

△ 141

251

4,280

1,630

△ 116

百万円

△ 4,049

3,122

1,457

△ 2,477

25,563

4,683

43,822

△ 1,878

当第１四半期連結会計期間

31,669

8

△ 4

5,802

262

213

増減金額

△ 2,326
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Ⅰ．流動負債

短期借入金

買掛債務

支払手形

買掛金

未払金

未払給料及び賞与

未払税金

その他の流動負債

流動負債合計

Ⅱ．固定負債

退職給付に係る負債

その他の固定負債

固定負債合計

負債合計

Ⅰ．資本金

Ⅱ．資本剰余金

Ⅲ．利益剰余金

Ⅳ．その他の包括損益累計額

為替換算調整勘定

未実現有価証券評価損益

年金債務調整勘定

Ⅴ．自己株式

株主資本合計

Ⅵ．非支配持分

資本合計

増減金額

4,813

135

△ 1,177

△ 440

△ 1,604

百万円

602

4,107

△ 999

2,740

1,861

△ 105

△ 99

△ 440

△ 1,831

3,343

4,281

753

29,707

13,260

2,964

232,482

△ 17

△ 14

△ 2,004

2,246

△ 2,035

4,815

13,260

23,815

29,718

負債及び資本合計

234,343

4,914

299,065294,958

1,133

△ 519

△ 7,334

21,075

△ 414

229,528

1,212

170,062

41,059

4,058

－

11

227,568 1,960

1,965

科       目

（負債の部）

12,529

1,573

(平成29年6月30日)

当第１四半期連結会計期間

1,438

7,716

前連結会計年度

(平成29年3月31日)

（資本の部）

1,942

繰延税金負債

19,382

1,582

64,722

1,956

62,476

21,417

1,599

百万円百万円

18,788

5,489

19,228

12,207

5,008

11,605

6,185

7,093

△ 7,774

15,858

169,063

45,340

17,862

7,401
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(2) 四半期連結損益計算書

Ⅰ．売上高

Ⅱ．営業費用

  売上原価

  販売費及び一般管理費

補償金収入

  営業費用合計

  営業利益

Ⅲ．その他の収益・費用(△)

  受取利息

  支払利息

  受取配当金

  その他の損益(純額)

  その他の収益・費用合計

  税引前四半期純利益

  法人税等

  持分法による投資損益

  非支配持分帰属損益

  四半期純利益

(3) 四半期連結包括損益計算書

百万円 百万円 百万円

Ⅰ．四半期純利益

為替換算調整勘定

未実現有価証券評価損益

年金債務調整勘定

その他の包括損益 合計

四半期包括損益

非支配持分帰属四半期包括損益

当社株主に帰属する四半期包括損益

△ 708 △ 1.5 △ 708

236

84

△ 3

3,770

4,740

43,893 90.2

4,942

％

100.0

46.5

47.8

94.3

△ 12

643

－

48,440

22,505

23,155

45,660

2,780

31

当第１四半期連結累計期間

 (自 平成28年 4月 1日

   至 平成28年 6月30日)

(自 平成29年 4月 1日

  至 平成29年 6月30日)

百万円

△ 3,472

3,950

728

2,745

△ 105

3,368

7,318

7,329

△ 7,080

10,801

増減金額

当第１四半期連結累計期間前第１四半期連結累計期間

(自 平成29年 4月 1日

  至 平成29年 6月30日)

 (自 平成28年 4月 1日

   至 平成28年 6月30日)

△ 1,026

7,808

4,226

△ 59

11,975

△ 1,481

10,949

△ 148

△ 3,631

159

△ 46

△ 8,607

11

Ⅱ．その他の包括損益
　　　　　　　　－税効果調整後

4,976

科     目

3,941

5.7

8.5

14.2

4.4

9.8

0.5

25

△ 1,0018.1当社株主に帰属する四半期純利益

10.3

△ 0.1

10.2

四半期純利益 4,976

△ 34

増減金額

△ 83

85

234

△ 579

△ 480

百万円

△ 1,767

△ 3,244

△ 1,243

△ 1,026

△ 110

107

2,001

12

8

△ 1,133

△ 3,770

2

50296

△ 1

－

3,607 7.4

1.8

5,644 11.6

△ 4

2,037 4.2

863

0.7

△ 9 △ 0.0

8.13,950

343

9.8

1

728

43

4,781

21,926 45.1

百万円 ％

22,675 46.6

48,674 100.0

科       目

持分法による投資損益調整前
四半期純利益

4,107

6,887

△ 406

2,147

有価証券・投資売却
及び交換損益(純額）

有価証券・投資評価損益（純額）

固定資産売却益

前第１四半期連結累計期間
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(4) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

２．営業活動によるキャッシュ・フローへの調整

(1)減価償却費

(2)返品調整引当金及び貸倒引当金（純額）

(3)繰延税金

(4)固定資産除売却損益（純額）

(5)補償金収入

(6)有価証券・投資売却及び交換損益（純額）

(7)有価証券・投資評価損益（純額）

(8)持分法による投資損益（受取配当金控除後）

(9)資産及び負債の増減

 売掛債権の減少

 たな卸資産の増加

 その他の流動資産等の増加

 買掛債務の減少

 退職給付に係る負債の減少

 その他の負債等の増加（△減少）

(10)その他

営業活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

１．定期預金の増加額

２．定期預金の減少額

３．有価証券の売却及び償還収入

４．有形固定資産の売却収入

５．補償金収入

６．有形固定資産の取得

７．無形固定資産の取得

８．投資の売却収入

９．投資の取得

１ ０．その他

投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

１．短期借入金の純増減額

２．長期債務の返済

３．自己株式の取得

４．当社株主への配当金支払額

５．非支配持分への配当金支払額

６．その他

財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ．為替変動による現金及び現金同等物への影響額

Ⅴ．現金及び現金同等物の増減額

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高

Ⅶ．現金及び現金同等物の四半期末残高

補足情報

現金支払額　

利息

法人税等

現金支出を伴わない投資活動

固定資産の取得価額

△ 8

2,111

△ 166

△ 259 △ 2,066

△ 450 △ 1,159

1,482

2,788

242

4

439

1,195

33

－

708－

4

222

2,487

34,059

3,350

△ 1

△ 284

22

△ 179

△ 129

△ 3,191

1,914

△ 2,123

4,549

△ 2,326

92

△ 2,749

△ 4,940

31,669

4

△ 758

△ 440

△ 580

486

198

当第１四半期連結累計期間

(自 平成29年 4月 1日

  至 平成29年 6月30日)

百万円

3,9504,976

1,349

32

科       目

百万円

前第１四半期連結累計期間

(自 平成28年 4月 1日

  至 平成28年 6月30日)

129

421

1

１．四半期純利益

1,161

△ 113

△ 4,648

△ 1,316

△ 800

3

△ 3,612

△ 1,926

△ 84

△ 266

331

△ 14

35,874

12

△ 79

△ 2,639

△ 1,496

157

5

△ 1,157

33,995

1,815

8

△ 88

－

－ △ 708

△ 389 △ 413

4,722

1,676 471

4,033

△ 12

3,162

- 9 -



(株)ﾜｺｰﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ (3591) 平成30年3月期　第1四半期決算短信

(5) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当期より貸借対照表上における繰延税金の区分に関する新会計基準を適用しております。同基準は繰延

税金資産及び繰延税金負債を貸借対照表において非流動項目として表示することを要求するものです。同

基準の適用にあたり、過去の連結財務諸表等を遡及的に修正しておりません。なお、前期末における流動

区分の繰延税金資産は4,049百万円です。

（セグメント情報等）

① オペレーティング・セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（平成28年4月1日～平成28年6月30日） （単位：百万円）

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高

当第１四半期連結累計期間（平成29年4月1日～平成29年6月30日） （単位：百万円）

 売上高

 (1)外部顧客に対する売上高

（注）各事業の主な製品

 ワコール事業（国内） ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、ｽﾎﾟｰﾂｳｪｱ、

ﾚｯｸﾞﾆｯﾄ他

 ワコール事業（海外） ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、ｽﾎﾟｰﾂｳｪｱ、

ﾚｯｸﾞﾆｯﾄ、その他繊維関連商品他

 ピーチ・ジョン事業 ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、

その他繊維関連商品他

 その他　 　　　　　 ･･･ ｲﾝﾅｰｳｪｱ（ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾝｼﾞｪﾘｰ・ﾅｲﾄｳｪｱ・ﾘﾄﾙｲﾝﾅｰ）、ｱｳﾀｰｳｪｱ、

その他繊維関連商品、ﾏﾈｷﾝ人形、店舗設計・施工他

48,674

計

その他 計
消去又は

全社
連結

－

ﾜｺｰﾙ事業
（国内）

ﾋﾟｰﾁ･ｼﾞｮﾝ
事業

ﾜｺｰﾙ事業
（海外）

その他

－

計
消去又は

全社
連結

28,214 2,71413,019 4,493 48,440 48,440

1,381 4,654 △ 4,654 －
 (2)セグメント間の内部売上高
　　　　　　　　　又は振替高

266 2422,765

5,874 53,094 △ 4,654 48,440計 28,480 2,95615,784

65 2,780 － 2,780営業利益 1,483 2051,027

3,685 48,674

 (2)セグメント間の内部売上高
　　　　　　　　　又は振替高

279 2693,011 1,251 4,810

ﾜｺｰﾙ事業
（国内）

ﾋﾟｰﾁ･ｼﾞｮﾝ
事業

ﾜｺｰﾙ事業
（海外）

27,877 2,75914,353

－

28,156 3,02817,364 4,936 53,484 △ 4,810 48,674

△ 4,810

55 4,781 － 4,781営業利益 2,298 2222,206
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② 地域別情報

前第１四半期連結累計期間（平成28年4月1日～平成28年6月30日） （単位：百万円）

　外部顧客に対する売上高

　   構成比

　営業利益

当第１四半期連結累計期間（平成29年4月1日～平成29年6月30日） （単位：百万円）

　外部顧客に対する売上高

　   構成比

　営業利益

（注）１．国又は地域の区分の方法は地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア･オセアニア：東アジア、東南アジア及び西アジア諸国、オーストラリア

欧　米：北米及びヨーロッパ諸国

３．売上高は連結会社を所在地別に分類したものであります。

欧米

1,528

48,674

4,781

19.0% 100.0%

35,325

72.9%

48,440

100.0%

8,133

16.8%

アジア
オセアニア

70.3% 10.7%

34,220

連結

2,7801,695 353

5,212 9,242

日本
アジア

オセアニア
欧米 連結

2,601 652

4,982

10.3%

732

日本
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(6) 販売の状況

至 平成29年 6月30日

36,937

2,390

428

2,464

構成比

0.9

4.5

234

39,740

4,119

イ
ン
ナ
ー

ウ
ェ

ア 計

 ファンデーション
　　　　　・ランジェリー

100.0

80.4

8.4

48,440

4,081

552

2,294

2,568

48,674

2,187

1.2

4.7

5.3

4.42,139

8.5

1.0

75.9

金額

81.6

489

38,945

△ 15

795

74.4

5.1

前第１四半期

百万円

当第１四半期

％

自 平成29年 4月 1日
製品の種類

△ 6.8

百万円 ％

36,053

増　　減自 平成28年 4月 1日

至 平成28年 6月30日

金額 構成比

2.0

百万円 ％

金額

△ 3.0

2.5

増減率

884

△ 74

合　　　計

0.9

100.0

△ 381

38

△ 63

△ 155

アウターウェア
　　・スポーツウェア等

その他繊維製品
　　　　　　及び関連製品

0.5

 ナイトウェア

レッグニット

△ 3.5

△ 14.8その他

 リトルインナー

4.9

0.8413

△ 11.4
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